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概    要  

異世代ホームシェアとは高齢者宅の空き室を学生が借り、家主である高齢者と学生とが共同生活を送る住

まい方を指す。孤立防止と安心創出、住宅管理および住居費の負担軽減等、高齢者と学生の双方に様々な

メリットが期待できる。これまでの研究と試行を通じ、事業の運営方法をほぼ確立することができた。 
今回申請では、これまでの活動を礎として、利用者の掘り起こしとマッチングの実現を目的として事業に

取り組んだ。事業期間を通じて学内外での広報活動を積極的に行い、地域住民に事業について周知した。

その結果、新規の家主希望者２件を獲得することができたが、学生の利用希望者とのマッチングを実現す

ることはできなかった。また関係機関との協力関係を強化し、同様の事業を実践している京都府住宅課や

他大学との情報共有をはかった。 
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高齢化と少人数世帯の増加は全国的傾向であり、高齢期の世帯とくに単独世帯にとっては、日常的な住宅の

手入れや防犯など住み慣れた環境を維持するための身体的・精神的負担が自立した生活を続けるうえでネック

となるものと想定される。また住宅と世帯の関係をみると、住宅規模に対して世帯規模が小さく、ふだん使用

しない空き室を抱えていることが窺われる。一方、一人暮らしの若者は生活費を節約する傾向にあるが、生活

費のうち住居費の占める割合は依然として大きい。また不慣れな土地での一人暮らしに馴染めず孤立感にさい

なまれるケースも生じている。以上のことから、異世代ホームシェアを導入することにより、家主と若者双方

の孤立防止と安心創出、住宅管理および住居費の負担軽減等、双方にとって様々なメリットのある住まい方と

なることが期待できる。今回申請では、これまでの活動を礎として、利用者の掘り起こしとマッチングの実現

を目的として事業に取り組んだ。

 
 

本事業は福井県社会福祉協議会との共同で実施しており、平成 30 年度までに延べ 5 組のペアを実現し

ている。今年度は事業をさらに発展させ、新規マッチングの実現とそのための広報活動、関係団体との連

携に取り組んだ。 

広報活動としては、福井大学文京キャンパス近くの公民館行事に学生スタッフが定期的に参加し、事業

の PR に努めるとともに、地区民生児童委員との連絡関係を築き、利用希望者募集に協力していただいた。

また福井県立大学、福井大学医学部において学生利用者募集のポスター掲出、福井新聞に家主募集の折り

込みチラシ配布を行った。 

結果として、新規の家主希望者２件を獲得することができた。２件とも所在地は文京キャンパスまで自

転車で 15 分以下にある。一方、学生側も令和２年度新入生から問合せがあり、マッチング手前まで進んだ

ものの実現しなかった。県外在住者のため直接面談できず、電話やメールによるやりとりに時間がかかっ

てしまったことが原因と考えられる。次年度以降の改善点として事業に生かしたい。 

関係団体との連携については、同様の事業を行っている京都府住宅課と情報交換を行い、京都の事業お

よび利用者の状況を教えていただいた。また、他大学から異世代ホームシェアを始めたいという相談を受

け、情報の提供と交換を行った。 

以上のように、今後はいっそう積極的な広報活動を行うとともに、利用希望者との連絡を円滑に行い、

着実にマッチングにつなげたいと考えている。 
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事業名称:異世代ホームシェア事業の運営
事業責任者︓ 菊地 吉信（⼯学研究科・准教授）

令和元年度地域貢献事業⽀援⾦

［要望のすり合わせ］
・⽣活のルールと条件
・お互いの相性など

マッチング

住居費を少な
くしたい…

冬は通学が
⼤変…

⼀⼈暮らしは
寂しい…

家が広すぎて
⼤変…

冬の雪よけは
⼀苦労…

⼀⼈暮らしで
夜が不安…

安⼼感があって
⽣活にも張りが

出るわ

時々⼀緒に
お喋りするのも
楽しいです

ホームシェア
互いに⾃⽴しつつ緩やかな⽀え合いのある⽣活

家主さん 学⽣さん

異世代ホームシェアとは高齢者宅の空き室を学生が借り、家主である高
齢者と学生とが共同生活を送る住まい方を指す。孤立防止と安心創出、住
宅管理および住居費の負担軽減等、高齢者と学生の双方に様々なメリット
が期待できる。前年までの試験的運営を通じて事業の運営方法をほぼ確立
することができたと考え、今回申請ではこれまでの活動を礎として、さらなる
マッチングの実現と事業の発展を目的とする。

背景と目的

前年度までに延べ5組のマッチングを行っている。今年度は、新規マッチ
ングは実現しなかったが家主希望者を２件得ることができた。広報活動とし
て文京キャンパス近くの公民館行事に参加しPRするなどした。また松岡キャ
ンパスや福井県立大学にも学生利用者募集のポスターを掲出した。さらに、
同様の事業を行っている他地域の情報収集・情報交換を行った。今後は
いっそう積極的なPRを行い、利用促進をはかる。

主な成果


